
■場所　　　国立国際医療研究センター 
　　　　　  研修センター3階 国際医療協力局 会議室	  

■募集人数　30名程度	  

■参加費　　1,000円 
　※今年度より教材費としてお支払いいただきます。	  
　 ※学生の方は学生証をご提示ください。	  

■申込締切　各講座開催の1週間前まで 
　※定員に達した際は早めに締め切らせていただく場合があります。	  

■修了証書　8回以上（前年分も含む）参加された方 
　　　　　  には、修了証書を授与します。	  

【事務局】 
  国立国際医療研究センター 
  国際医療協力局　人材開発部　研修課 
  〒162-‐8655　東京都新宿区戸山1-‐21-‐1 
  TEL	  	  	  	  	  	  	  	  	  03-‐3202-‐7181（内線2717） 
  MAIL	  	  	  	  	  	  kensyuka@it.ncgm.go.jp 
   

＊講座は全10回、講義、ワークショップ、ディスカッ 
　ションを取り入れた参加型です。 
＊開催は基本的に第4土曜日13時～16時（3時間）を 
　予定しています。 
＊やむを得ない事情により、講座内容・日程が変更に 
　なる可能性があります。	  

事前参加登録が必要です。	  

国際医療協力局ホームページ「イベント情報」より	  

ご登録ください。 　 
h"p://www.ncgm.go.jp/kyokuhp/

　　　　　参加申込

国際保健基礎講座   

国際保健とは 第1回 5月23日(土)　13:00～16:00 
なぜ国際医療協力が必要なのか？現場では何が起こっているのか？ 
開発途上国を取り巻く問題を話し合ってみよう。 

災害／公衆衛生危機 第2回 6月27日(土)　13:00～16:00 
災害や公衆衛生危機(感染症アウトブレイク等)に対応するための知識・技術について学ぼう。 

世界の疾病対策 第3回 7月25日(土)　13:00～16:00 
今、感染症対策はどうなっているの？	  
HIV/エイズプロジェクトの活動から、開発途上国でのHIV/エイズ対策、感染症対策を考えてみよう。 

開発途上国における 
妊産婦・新生児・小児保健 第4回 8月29日(土)　13:00～16:00 

妊産婦・新生児・小児保健には治療薬は存在しない。母・子という人間の最も深い絆の在り方が	  
問われる分野であり、生命の誕生と死という2面性を併せ持つ分野でもある。	  
開発途上国における妊産婦・新生児・小児保健の在り方を参加者と共に考えてみよう。	  
 

保健システムとは 第5回 9月26日(土)　13:00～16:00 
保健システムとは何かを学び、開発途上国における保健システムの課題とその解決策について	  
考えてみよう。 

前期5月～9月 

「国際保健」「国際協力」って何だろう？

今年度より参加費がかかります。	  

1回だけの 

参加もOK! 

参加費 

1000円 
（学生半額） 
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国際保健とジェンダー 第6回 10月31日(土)　13:00～16:00 

ジェンダーとは、社会的・文化的な意味での性別のこと。国際保健の分野でジェンダーに対してどう取
り組んできたのか？今後の課題について学んでみよう。 
 

社会調査（量的） 第7回 11月28日(土)　13:00～16:00 

感染症の実態把握に欠かせない調査。疫学の視点を学び、より良い国際協力のために疫学がどのよう
に生かされているか考えてみよう。 
 

社会調査（質的） 第8回 1月30日(土)　13:00～16:00 
途上国でのフィールド調査で現地で暮らす人たちに話を聞くには？集めたデータをどのように管理し、
活用するのか？フィールド調査で必要なインタビューとデータマネジメントの方法を学んでみよう。 
 

国際保健の現場で 
働く日本人 

第9回 2月27日(土)　13:00～16:00 

日本人の保健人材は現地でどのように活動しているのか？必要とされる知識や技術は？専門家の話を
聞いてキャリアパスを考えてみよう。 

プロジェクトとは 
 プロジェクトプランニングの実際　–PCM手法 

第10回 3月26日(土)　13:00～16:30 

問題解決のためのプロジェクトはどのようにつくるのか？その計画手法は状況に合わせた選択が大事
である。日本での様々なプランニングに使えるPCM手法を実習から学んでみよう。 
 

後期10月～3月 

「国際保健」「国際協力」って何だろう？
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（学生半額） 

今年度より参加費がかかります。	  

1回だけの 

参加もOK! 


